
低温処理による花木類の開花促進に関する研究  

Ⅳ ユキヤナギ（秒iTaea thunbeTgiiSieb．）の開花特性  

五井 正憲，長谷川 暗，柏木 祥亘  

Ⅰ 緒  

前報においては，主としてユキヤナギの開花と低温処理との関係を検討して，実用的な促成方法を明らかにした。し  

かし，花芽形成開始から開花iこ至るまでに関与する要因については不明な眉が多かったので，さらに実験を続けた結果，  

2，3の新しい知見を得たので報告する。   

なお，ニの報告をまとめるにあたっては，庵原教授の御校閲を頂いた。ここに感謝の患を表する。  

ⅠⅠ 実験材料および方法  

材料としては，1971年から1973年までのすべての実験において，‘ノ紀の丸’種を使用した。1971年′－1972年には，4  

月に柏または研究圃場に直接完相した株分け4年生株を，1972年－19J73年には，3月に21cm駄塩鉢に定相した株分け2  

年生株を，それぞれ使用した。これらの‡」料は，3月にすべての枝を地際て勢険し，発生した新梢をそのまま伸長させ  

て実験開始日まで戸外て養成した。実験計画の詳細は以7の通りであった。  

1971年～1972年：先ず自然における花芽形成を調べるため；1971年9月8日から1972年3月16日まで10日ごとに枝を  

切・‖牧り，側芽を70％アルコールに貯蔵しノ，小杉（2）に準じて花芽形成過程を観察しブ三。   

つきに，花芽形成におよぽす日長の影響を調べるため，畑で養成した株をそのまま利用して，9月1日に知日および  

長日処理をはじめた。知日区は■市販のシルバーポリトウて遮光して自然光10時間日長（午前8時′、午後6時）としたが，  

日没が午後6時より早〈なってからは，不足時間だけ補光した。長日区は自然日長と午前5暗から日の出まで，および  

日没から午後7暗まての電照による14時間を基本日長とし，午後11暗から2時間の光中断を加える処理とした。補光に  

は，いずれのばあいも5mZあたl）100W白熱灯を2個，絹物の上1．．2mに取りつけた。また遮光中は換矧弥こよる換気透  

おこない内部の気温上昇虻防いだ。   

さらに，温度と花芽形成との関係を調べるため，9月1日に箱柑えの利料を■77イトトロンの15℃，20℃および25℃  

妄（いずれも自然光）へ2殊ずつ搬入した。   

これらの処理開始後，9月8日から3月16日まて10日ことに前述のプラ法て花芽を観察した。花芽ステ、－ジは10芽（花  

房）の全′ト花の平均として表わした。  

1972年－1973年：前年の結果を参考にして，温度と花芽形成との関係をさらに〈わしく調べるため，8月10日より第  

1表に示す処理をおこなった。  

なお，対照として自然における花芽形成も調べた。花芽の観察は，いずれのばあいも2週間ことにおこな・い，花芽ステ  

ージは小花数の差による違いを省〈ため10芽（花房）の第1′ト花のステージの平均であらわした。  

第1表温度処理における…接温の；阻み合せ（1972）  

生 温：午瀾！8時30分一年後5時30労■  

夜 温：午後5時30分一年11てI8時30分   
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ⅠⅠⅠ実 験 結 果   

ト．自然における開花特性   

自然における花芽形成過程は第2，3図に自然塩度区として示した。実験年度により多少の差はあったが，9月下旬  

～10月上旬に花芽か形成されはじめ，その後の花芽の発達は急速に進んだ。11月上，中旬にはほぼ雌ずい形成期に達し  

たが，それ以後1月下旬までは菅の月巴大は認められたものの，花芽ステージは雌ずい形成期のままでほとんど停止状態  

であった。胚珠や花粉が形成されるのは2月以後で開花は3月7句・～4月上旬であった。なお，花芽は4～5個の小花  

からなる花序として，当年枝のほとんどの薬腋に1～3個形成され，栄養芽は枝の基部の菜腋に形成された。  

2．日長と花芽形成との関係   

ユキヤナギの花芽形成に対する日長の宕汐轡はほとんど認められなかった（第1図）。  
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第1図日 程々の日長下における花芽形成過程（1971）  

：う16  

9月1L］より臼然温度下で艮l］（1411御伽1良＋2時間光中断）と短11（10時l‖＝処f！控左おこなった  

花芽ステージ 0：未分化 Ⅰ：花房分化聞打：がく片形成期 Ⅲ：花弁形成朋 Ⅳ：雄す  
い形成期＼r：雌ずい形成期 Ⅵ：花粉胚珠形成憫 Ⅶ：憫花   

3‖ 温度と花芽形成との関係  
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第2図．種々の温度条件下における花芽形成過程（19L71）  

9日1t］に自然日下で一 77イトトロンの各温唆に入れた 
花芽ステージは10花房の全小花の平均 
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1971年の結果は第2図に示したが，15℃区では最も早く処理開始後18日目に花芽形成が始まり，20℃区ではやや遅れ  

た。しかし，その後の発達においてこれらの温度の間には差が認められなかった。これに対し，25℃区における花芽形  

成は，処理開始後60日たった10月下旬に始まり，自然より遅れた上 その後の発達も遅〈また不斉一てあった。  

1972年には，8月10日に処理を始めたが，その結果は第3図と第4図の通りであった。  
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第3図・種々の温度条件7における花芽形成過程（1972） 第4図花芽分化および発達におよぼす昼・夜温の  
81jlO肘∴ フ丁イト川ンの各組虔（‡】然Il良）に搬入した  
花餅ステーシは10花店の苅1小作の†㌻均っ  

影響（1972）  

処矧；i】始Il：8】】101！  

処f－1モカiム：フイトトロン（I】然尤）の15℃または20℃に1■川8叫  

30分力ら′†後5畔30分まで；堤き（l主温）一 牛後5購う（りナ  

より↑li打8岬30分まては決めらわた㈲是に掛、上  
作ガ：ステ㌧一シの表わし力は第3「剃二準さミ   

同一温度に連続して置いたとき，15℃区と20℃区とにおける花芽形成は，ほぼ前年と同様であった。しかし25℃にお  

いては，処理開始後17週目に初めて花芽形成が認められ，その後の発達も著しく遅れた。畳，夜温を変えたとき，夜温  

が15℃であれば盛温か30℃まで高くなっても花芽形成は多少遅れるだけであったが，夜温が20℃であれば畳温20℃でも  

著しく遅れ，昼温25℃以上では処理開始後50日以内には花芽はほとんど形成されな・かった。夜温25℃では，さらに遅れ  

実験期間中に花芽は認められなかったので，図から省いた。  

Ⅳ 考  察   

ユキヤナギは自然条件7では，10月上旬ごろに花芽を形成しはじめ，11月上旬までに急速に発達して雌ずい形成まで  

iこ至るが，その後の発達は遅く，2月以後に胚珠，花粉を形成して3月に開花することが報告（2）されておI）・この実験  

においても同様のことが確認された。これらのことは，つぎのようなことを示していると考えられる。  

1）ユキヤナギの花芽は，秋に気温が低下しはじめ，日長が短か〈なりはじめたときに形成される。   

2）雌ずい形成から胚珠花粉形成への花芽発達のためには，9月下旬－10月の気温が維持されるか，あるいは他の特  

定の条件が満たされる必要がある。   

3）開花のためには冬の低温を経過する必要がある。  

1971年に日長処理を行な・つた結果では，花芽形成に対する日長の作用は全然認められなかった。この実験が自然の穎   
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日期近くに始められたことについては，検討を要するが，1971年と1972年における温度の影響の調査が，それぞれ短日  

と長日下で始められたにもかかわらず，花芽形成のパターンがほぼ同一であったことからも，日長の効果はないと判断  

される。   

したがって，花芽形成は9月下旬の気温と密接に関係している可敵性がある。そこで2回の実験を〈り返した結果，  

雌ずい形成期までの花芽形成は高温で抑制され15℃程度の温度で著しく促進された。このばあい，植物体を15℃悼温に  

置かず昼間20℃・～25℃に置いても，花芽形成は多少遅れる程度であった（第4図）。このような条件は，ちょうど自然条  

件下で花芽形成が始まる前（9月中，下旬）の温度条件とほぼ一徹する（第2表）。  

第2表．気温表（香川大学農学部気象月表による1972）  

平均最高気温  平均最低気温  

292℃  216℃   

216  183   

246  14 6   

239  129   

221  128   

220  12 O 

9月1日一10日   

9日11［】－一－20日   

9月21日30ト1   

10日1［トー10日   

10日11日－－20日   

10月21日31上1  

田中（3）は，ユキヤナギの花芽形成は15℃の温度のときに始まるであろうとしながらも，そのための適温は0℃程度と推  

定した0しかし，著者ら（1）の実験結果では－2℃と0℃は初期の花芽形成を促進できず，むしろ5℃の方が，多少促進的  

に作用した。また1972年の温度処理で，15℃区における花芽始発から雌ずい形成までの期間は，約30日であり，これよ  

りも気温が低下する自然区のそれよりもやや短かかった。したがっ・て，ユキヤナギの花芽形成は，ほほ15℃の温度の直  

接作用の下で始まり，その温度効果は短時間続く高温によって多少打ち消されることかわかる。すな・わち，これまでの  

実験結果から考えられる適温のはんいは，15℃前後である。   

また，2か年間の実験において，15℃または20℃における花芽形成は，自然におけるそれとほとんど同じパターンて  

進むことが確認された。すなわち自然の低温下でも，花芽形成の適温のはんいても，雌ずい以後の花芽形成は停止状態  

となった。このことは，花芽形成の初期（雌ずい形成期まで）は，15℃前後の温度のとき急速に進むが，それ以後の花  

芽発達は特定の条件が満たされたのちに，初めて可能になることを示している。自然において，11月上旬は，落葉樹の  

落葉期で，梢物は休眠している時期であるから（チ）花芽発達の停止はこの休眠と関係していると一応考えられているが，  

今回の実験で20℃恒温区の植物は側杖を発生し，むしろ活動していると考えられるにもかかわらず，その花芽は雌ず  

い期でとどまっていたのであるから，枝の休眠と花芽の発達停止とは直接的には関係していないと考えられよう。一九  

戸外で栽培されている株から切り枝して促成する試みで，花芽ステージはほとんど差がないのに11月上 中旬の入室で  

はほとんど開花せず，12月下旬ごろの入室でよく開花することか報告されている三13）明らかに，冬の低温か雌ずい形  

成以後の花芽の完成と開花とに重要な影響を与えていると考えられる。この点に関して，著者ら（1）が明らかにしたとこ  

ろでは，花芽が雄ずい－雌ずい形成期に達した後に低温処理をして，その後10℃→15℃以上に保てば，開花が早くなり，  

開花率も高くなる。このばあい，花芽形成が進んでいなければ低温の効果は少な小。これらの事実から，ユキヤナギは  

雌ずい形成期までの花芽形成と，それ以後の花芽発達のためには，別の温度要求をもっておI），これらの要因が一億の  

順序で与えられたとき，正常にはや〈開花するものと考えられる。ただし，以上に述べた温度効果は，前述のように，  

絶対的なものではなく，25℃においても花芽形成は進み，また1971年の実験では15℃ないし20℃連続処理区でも開花が  

認められた。しかし，花芽形成は温度が高いほど不斉wとなり，また開花は散発的で異常であった。したがって正常な  

開花のために上述の条件が必要であると結論できる。  

Ⅴ 摘  要   

ユキヤナギ（Spiraea LhLLnbeTgilSieh）の開花特性を明らかにするため，1971年－1973年に実験を宥なった。結果は  

つぎの通りであった。  

1花芽は4～5個の小花からなる花序として，当年枝の上部のほとんどの乗腋に形成された。他方，栄養芽は当年  

枝の基部の菜腋に形成された。   
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2戸外では，花芽形成は10月上旬に始まり，11月上旬には雌ずいが形成された。しかし，冬の間は，菅は肥大した   

ものの花芽はほとんど発達しなかった。そして，胚珠や花粉は1月下旬－2月上旬に形成され始めた。開花は3月   

下旬であった。  

3秋の自然塩皮下において，H長はユキヤナギの花芽形成に対してほとんど影響を与えなかった。  

4 15℃～25℃の範囲（自然日長）では，花芽形成は15℃のときに斉一・に早〈進み，25℃のときには著るしく抑制さ   

れた。また畳温と夜温を変えたとき，最低気温が15℃であれば最高気温が30℃でも花芽形成は多少遅れるだけであ   

ったが，最低気温が20℃であれば最高気温が20℃でも花芽形成は着るしく抑制された。雌ずい形成から開花に至る   

までの花芽発達は15℃および20℃の下でも進んだが，低温が与えられなければ発達速度は遅く，また不斉－・であっ   

た。  
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STUDIES ON THE ACCELERATION OF FLOWERING  

IN WOODY ORNAMENTALS  

BY LOW TEMPERATURE TREATMENTS  

Ⅳ Flower・ingBehaviour of5j）iTaea thunbeTgiSieb  

Masanor・iGoI，AtsushiHASEGAWA and Yoshinobu KASHIWAGI  

Summary  

Flower・ingbehaviour of 斗）iraea thunbergliSieblhad been studied from1971to1973 

Results obtained were summarized as follows 

1Flower buds were forImed as aninflor・eSCenCe Orinflor・eSCenCeS，COnSisted of4to5  

florets，inmost axils ofleaves atthe upper parts of currIent Shoots，While vegetative buds  

wer・e uSually formedin axils at the basalparts ofcurTent Shoots 

2”In outdoors，flowerinitiation occurIredin ear・1y October and pistils were formedin  

early NovemberDur・ing the winter season，however，the rate of flower development de－  

CreaSed mar・kedly and no more flower constituents wer’e formed，thoughthe flower bud  

increasedin flower size Thereafter ovu1es and po11ens began to be formed fr・Omlate  

January to eariy February These flower buds developed to anthesis in late March 
3．It was found that flower・initiation andits development wereinfluencedlittle by pho・  

toperiodic treatmentsgivenunder natur’altemperaturesin autumn 

4．Inthe r・ange Of15℃ to25℃with natur・aldaylength（about14to12hours），flower 
initiation and its development to the stage of pistil formation were uniformly promoted by 
the cooler temperIature（about15℃）andwer・e Significantlyinhibited by the higher temper’a－  

ture（about25℃） 
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OurIinvestigation with the effects of the day and night temperature on the floweriniti，  
ation andits development suggests the minimum temper’ature Of day could affect more  

intensely thanthe maximum temperatur・e．The flower development to flowering from the  

Stage Of pistilformation occurTed also at15℃ and20℃，but was slow andirIr・egular unless  

the plant had been exposed to a period oflow temper－ature 
（1974年5月31日受理）   
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